
10

　
　
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8
i
n 
 
 
 

 
 

洞
爺
湖
」
（
同
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
主
催
）
が
7
月
19
日
、
洞
爺

湖
温
泉
湖
畔
の
特
設
会
場
で
開
催
さ

れ
、
浴
衣
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
洞
爺
中
学
生
の
吹
奏
楽

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
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鮮
や
か
な
浴
衣
に
身
を
包
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だ
洞
爺
湖
町
や
伊
達
市
な
ど

 
 
 

か
ら
参
加
し
た
10
人
の
女
性

 
 
 

が
、
着
こ
な
し
や
洞
爺
湖
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の
愛
着
な
ど
を
自
己
ア
ピ
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ル
し
競
い
合
い
ま
し
た
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審
査
の
結
果
、
ミ
ス
に
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瞥
町
の
岩
倉
美
奈
さ
ん(

26 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　 

歳)

、
準
ミ
ス
に
洞
爺
湖
町
の
長 
 
 

 
 
 

谷
川
裕
子
さ
ん（
26
歳
）と
伊

 
 
 

達
市
の
志
茂
綾
望
さ
ん(

21

歳)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
ほ
か
、
音
楽
グ
ル
ー
プ
鼓
単

（
コ
タ
ン
）
に
よ
る
、
洞
爺
湖
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
～
心
の
旅

路
～
」
の
Ｃ
Ｄ
発
売
記
念
ラ
イ
ブ
や

フ
ォ
ー
ク
の
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、

最
後
に
住
民
や
観
光
客
ら
が
輪
に
な

っ
て
盆
踊
り
を
踊
り
、
ア
フ
タ
ー
サ

ミ
ッ
ト
記
念
の
夏
祭
り
を
終
了
し
ま

し
た
。
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回
洞
爺
湖
町
洞
爺
産
業
ま
つ

　
　
り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

7
月
13
日
、
洞
爺
中
央
公
園
前
の
砂

浜
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
の
多

く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
湖
畔
に
設
置
さ
れ
た
人
気
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
洞
爺
湖

和
牛
と
野
菜
を
炭
火
焼
し
な
が
ら
ジ

ュ
ー
シ
ー
な
牛
肉
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
自
衛
隊
第
7
師

団
音
楽
隊
の
演
奏
や
ピ
エ
ロ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
他
、
野
菜
な
ど
が
格
安
で
売
ら
れ
、

ま
た
友
好
都
市
の
三
豊
市
か
ら
は
、

北
海
道
で
は
手
に
入
ら
な
い
甘
い
桃

が
販
売
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
引
い

て
い
ま
し
た
。

 

最
後
は
、
ト
マ
ト
や
レ
タ
ス
な
ど

の
新
鮮
野
菜
の
袋
詰
め
を
湖
上
か
ら

岸
辺
に
向
か
っ
て
放
り
投
げ
る
産
業

ま
つ
り
恒
例
の
「
野
菜
ま
き
」
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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夏の洞爺湖を満喫

「サマーフェスタ
      i n洞爺湖」　
「サマーフェスタ

      i n洞爺湖」　
「サマーフェスタ

      i n洞爺湖」　

夏の洞爺湖を満喫

洞爺産業まつり
とうや湖牛に舌つづみ

「
サ
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ミスの岩倉さん(中央)と準ミスの長谷川さん(右)と志茂さんミスの岩倉さん(中央)と準ミスの長谷川さん(右)と志茂さん

洞爺湖をイメージした
歌を熱唱する鼓単の皆さん
洞爺湖をイメージした

歌を熱唱する鼓単の皆さん水遊びで楽しむ小学生ら水遊びで楽しむ小学生ら

好評だった三豊市の桃好評だった三豊市の桃恒例の野菜まきに大興奮恒例の野菜まきに大興奮


